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令和 7年度  学校関係者評価報告書 

 

                         大阪市立榎本幼稚園学校協議会 
 

１ 総括についての評価 

【年度目標について】 

保護者アンケートにおいて、すべての項目において「そう思う」と回答する保護者の割合が

８０％となり、目標を達成することができた。 

【取組内容について】 

 本年度の幼稚園運営の全体を通して、次の成果が見られた。 

 「安全・安心な教育の推進」においては、安全教育について保護者への発信を工夫したり、

避難訓練年間計画について様々な想定の訓練ができるよう計画の見直しをしたりした。園で実

施している安全教育について幼児は理解しているが、保護者にどう発信していくかは今後も課

題である。 

 「未来を切り拓く学力・体力の向上」においては、教師の資質向上のため、研修の参加、内

容の共有を行った。また、飼育栽培環境について見直しを行い、時期を逃さずに幼児が多様な

経験ができるよう保育内容の工夫も行った。保健指導では、園の取組をどう家庭でも継続して

もらえるかを考え、保健指導、掲示物の工夫をしてきたことで、最終のアンケートでは、「そ

う思う」と回答する保護者の割合が９０％まで向上した。 

 「学びを支える教育環境の充実」においては、新しい絵本の購入や、職員室前に絵本コーナ

ーをつくるなど、幼児がよりお話に親しみをもてるような環境の工夫に取り組んだ。また、教

育内容の発信についてホームページだけでなく「えのもとっこだより」を作成した。今年度は

例年以上に近隣保育所との交流機会も増え、大阪市立幼稚園として地域のセンター的な役割を

担うことができ、幼児も多様な経験、人との関わりをもつことができた。 

 

 

２ 令和 7年度目標ごとの評価 

【安全・安心な教育の推進】 

学校の年度目標 

〇保護者アンケート調査で、「幼稚園は、防災・安全教育に積極的に取り組んでいると思いま

すか」の項目に「そう思う」と回答する保護者の割合を８０％以上にする。 

（カリキュラム改革関連） 

評価 Ａ 目標を上回って達成した 

〇保護者アンケート調査で「そう思う」と回答する保護者の割合は８６％であった。達成評価

は妥当である。今後も継続して欲しい。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

学校の年度目標 

〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活で身近な環境に関わって心を動かし、主体 

的に生活を楽しんでいると思いますか」の項目に「そう思う」と回答する保護者の割合を 

８０％以上にする。                  （カリキュラム改革関連） 

〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活や保健指導を通して、基本的な生活習慣が 

身に付いてきたと思いますか」の項目に「そう思う」と回答する保護者の割合を８０％以上

にする。                        （カリキュラム改革関連） 



評価 Ａ 目標を上回って達成した 

〇保護者アンケート調査で「そう思う」と回答する保護者の割合が８６％であり、達成評価は

妥当である。創意工夫した保育内容が大変良い。 

〇保護者アンケート調査で「そう思う」と回答する保護者の割合が９０％であり、達成評価は

妥当である。今後も指導を継続してほしい。 

【学びを支える教育環境の充実】 

学校の年度目標 

〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、入園・進級当初より絵本や物語に親しみの気持ち

をもっていますか」の項目に「そう思う」と回答する保護者の割合を８０％以上にする。                        

（カリキュラム改革関連） 

〇保護者アンケート調査で、「幼稚園は、ホームページや保育ドキュメント・配布物などを通

して、教育内容や取組を分かりやすく発信していますか」の項目に「そう思う」と回答する

保護者の割合を８０％以上にする。           （カリキュラム改革関連） 

評価 Ａ 目標を上回って達成した 

〇保護者アンケート調査で「そう思う」と回答する保護者の割合が９５％であり、達成評価は

妥当である。今後も絵本に親しむ取組を継続してほしい。 

〇保護者アンケート調査で「そう思う」と回答する保護者の割合が９０％であり、達成評価は

妥当である。関係機関との連携が園児の多様な体験に繋がっている。 

 

３ 今後の学校運営についての意見 

・今後も保護者、地域、関係機関と連携して、幼児教育の推進に努めて欲しい。 

 


